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平成27年12月７日（月曜日）

午前10時１分開会

会議に付した案件

○概要説明

商工観光労働部

１．本県観光に係る経済効果等調査結果（概

要）について

２ 観光における人財育成 観光戦略プロジェ． （

クトチーム）について

３．外国人観光客の受入環境整備について

総合政策部

１．航空路線の利用状況等について

○協議事項

１．提言について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（12人）

委 員 長 押 川 修一郎

副 委 員 長 田 口 雄 二

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 井 本 英 雄

委 員 外 山 衛

委 員 山 下 博 三

委 員 島 田 俊 光

委 員 日 高 博 之

委 員 井 上 紀代子

委 員 新 見 昌 安

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 永 山 英 也

商工観光労働部次長 畑 山 栄 介

観光経済交流局長 武 田 宗 仁

商 工 政 策 課 長 日 下 雄 介

観 光 推 進 課 長 福 嶋 清 美

松 浦 直 康記紀編さん記念事業推進室長

酒 匂 重 久オールみやざき営業課長

総合政策部

部参事兼総合政策課長 井 手 義 哉

総 合 交 通 課 長 野 口 和 彦

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 日 髙 壮

議 事 課 主 査 松 本 英 治

それでは、ただいまから、総合○押川委員長

交通・観光・経済対策特別委員会を開会いたし

ます。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

本日は、商工観光労働部、総合政策部にお越

しいたただき、本県観光に係る経済効果等調査

結果、観光における人材育成、航空路線の利用

状況などについて概要説明をいただきます。

その後、委員会としての提言について、及び

次回委員会について御協議いただきたいと思い

ますが、このように取り進めてよろしいでしょ

うか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をい○押川委員長

たします。

執行部入室のため暫時休憩いたします。
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午前10時２分休憩

午前10時３分再開

。 、○押川委員長 おはようございます それでは

委員会を再開いたします。

商工観光労働部、総合政策部においでいただ

きました。

執行部の皆様の紹介につきましては、お手元

に配付の出席者配席表にかえさせていただきた

いと思います。

、 。早速ですが 概要説明をお願いをいたします

。○永山商工観光労働部長 おはようございます

よろしくお願いいたします。きょうは、商工観

光労働部と総合政策部で参っております。きょ

うは、観光の経済効果等を中心に２つの部から

説明をさせていただきます。

改めて申すまでもないことでありますけれど

も、本県の経済の活性化を図るためには、国内

外から外のお金、外貨をしっかり稼いで、それ

を地域内、宮崎県内で循環させる取り組みが極

めて重要であると考えております。その外貨を

獲得する手段として、観光というのは極めて重

要な要素であると思っておりまして、観光客の

滞在日数の増加であるとか、あるいは観光消費

額、あるいはリピート率の向上等々が重要であ

るというふうに考えております。このため、県

としましては、総合計画の中で観光の再生とい

うことを柱として掲げました。また、観光振興

の計画も策定をし、あわせて、現在策定中のみ

やざき産業振興戦略の中でも、地域資源を活用

した魅力ある取り組みとか、あるいは観光関係

の中核人材の育成等によって、観光産業の振興

を図るという具体的な施策について、現在検討

を行っているところであります。

本日は、お配りをしております特別委員会資

料の目次にありますとおり、商工観光労働部か

ら、本県観光に係る経済効果等調査結果など３

件を、総合政策部から、航空路線の利用状況等

、 。について それぞれ説明をさせていただきます

詳細につきましては、担当課長からやらせて

いただきます。

私からは以上でございます。よろしくお願い

いたします。

本県の観光に係る経済効○福嶋観光推進課長

果等調査結果の概要について御報告をいたしま

す。

委員会資料の１ページをお開きください。

まず、１の外国クルーズ船に係る経済効果等

調査の概要についてであります。

（１）の調査概要につきましては、細島港、

油津港に入港したスカイシー・ゴールデン・エ

ラ、クァンタム・オブ・ザ・シーズ、ボイジャ

ー・オブ・ザ・シーズの乗客を対象にアンケー

ト調査を実施し、そのデータから本県内の消費

支出や経済波及効果等を算出、推計したもので

あります。

（２）の調査結果ですが、中ほどの表にあり

ますとおり、県内での推計消費総額は、スカイ

シーが3,392万円、クァンタムが5,823万円、ボ

イジャーが7,962万円となっており、寄港３回合

計では１億7,176万円となります。スカイシー及

びボイジャーにつきましては、本県が最終寄港

地であったこと、バスツアーのコースに大型商

業施設が含まれていたことなどから、クァンタ

ムと比較して、乗客１人当たりの消費額が高く

なっております。

また、イの表にありますとおり、先ほどのア

で算出した推計消費総額に、県内自給率を乗じ

た額と、各産業で誘発された消費額を推計し、

その合計値を県内経済波及効果として算出しま
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すと、下の表の右下になりますが、寄港３回合

計で１億7,004万円となります。

次のページのウ、県内観光や受入体制の満足

度につきましては （ア）の調査結果のとおりで、

ありますが、ページの中ほどの（イ）で、調査

結果から見えてくるものとしましてまとめたと

ころであります。

食事など非常に高い満足度をいただいている

ものもある一方で、商業施設における免税対応

や外国語対応、Ｗｉ─Ｆｉ設置状況などの受け

入れ体制に課題が見受けられました。

全体を総括しますと、外国クルーズ船のお客

様は、爆買いとまではいかないものの、一定の

消費行動があったということがうかがえる結果

となっております。

今後は、より一層県内経済の循環につなげる

ため、アンケート結果を地元市町や関係事業者

などと共有し、受け入れ環境整備を進めるとと

もに、クルーズ船のさらなる誘致を図ってまい

りたいと考えております。

３ページをお開きください。

２の東九州自動車（宮崎－大分間）開通に伴

う観光動向調査の概要についてであります。

（１）の調査概要につきましては、川南パー

キングエリアと道の駅北川はゆまに立ち寄った

観光客を対象にアンケート調査を実施し、その

データをもとに、本県観光の実情を分析して、

消費支出等を算出いたしました。

調査結果につきましては （２）のとおりであ、

り、各項目の分析結果については、各表の右側

に記載をしております。

アのアンケート対象者を見ると、半数以上が

県外であり、イの高速道路利用の目的では、県

外客の60％以上が観光目的となっております。

また、ウの今回目的地とする観光地は、高千

穂峡 青島神社といった観光地が高い人気となっ、

ており、エの今回の県内での滞在日数につきま

しては、県外客では、１泊が最も多かったもの

の、35.5％が日帰りとなっております。

次のページとなりますが、オの観光旅行をす

る際に重視するポイントでは、ほぼ半数が食事

と回答しており、カの観光旅行のきっかけとな

る情報源についてはインターネットの旅行サイ

トが40％以上を占めております。キの東九州自

動車の開通が今回のきっかけになったかという

項目では、きっかけの一つも加えると、65％以

上がなっていると答えており、クの１人当たり

、 、の平均消費金額では 県外客が高い傾向にあり

宿泊費や飲食費などに、その傾向が顕著にあら

われております。

（３）の調査結果から見えてくるものとしま

、 、しては 宮崎大分間の東九州自動車道の開通は

近隣県在住者を中心に来県を促しており、今後

さらなる誘客促進を図るためには、近隣県に加

え、北部九州や中四国地方への観光ＰＲ等を強

化する必要があると考えております。

また、日帰り客が多いことから、滞在時間を

延ばし、消費金額の増額につなげるため、周遊

観光の仕組みづくりやオプションプランの新設

等の取り組みも重要になると考えております。

５ページをお開きください。

次に、３のサーフィンに関する経済効果等調

査の概要についてであります。

（１）の調査概要につきましては、宮崎市の

木崎浜と日向市のお倉ヶ浜を訪れたサーファー

を対象にアンケート調査を実施し、そのデータ

をもとに県内のサーフ環境等を分析し、消費支

出等を算出、推計したものであります。

調査結果につきましては （２）に記載してお、

りますが、アのアンケート対象者につきまして
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、 、 、は 県外サーファーの割合が 木崎浜で43.8％

お倉ヶ浜では78.9％を占めており、特に福岡県

が多くなっております。

また、イのサーフィン歴につきましては、木

、崎浜が初心者から幅広く分布しているのに対し

お倉ヶ浜では、ベテラン層の割合が高くなって

おります。

ウの今回のサーフィンの日程では、木崎浜の

県外客では、３泊以上が半数近くいる一方で、

お倉ヶ浜では、県内客、県外客ともに日帰りが

多くなっております。

次のページとなりますが、エの宿泊場所につ

きましては 木崎浜では ホテル 旅館 お倉ヶ、 、 、 、

浜では、車中泊の割合が高くなっており、オの

当サーフポイントを選ぶ理由では、いずれも波

のよさが突出しております。また、カの宮崎で

サーフィンをする主な月では、７から９月の夏

場がピークと考えられる一方、一番左ですけれ

、 。ども １年中という割合も高くなっております

キの県内での年間推計消費支出につきまして

は、木崎浜においては、県外サーファーの宿泊

数が多いこともあり、１人当たりの推計消費額

、 。が お倉ヶ浜よりもかなり高くなっております

なお、その下の欄、県内での年間推計消費総

額につきましては、今回の調査結果及び県内サ

、ーフショップからいただいたデータ等をもとに

年間に引き直して推計をしており、参考値とし

ての取り扱いになります。

（３）の調査結果から見てくるものとしまし

ては、本県のサーフィン環境は、通年で楽しめ

るものであり、特に県外客においては、長期滞

在及び大きな消費につながる観光資源であると

言えます。また、木崎浜、お倉ヶ浜の両ポイン

トで、客層などの違いも見られることから、タ

ーゲットを絞ってサーフィン環境をＰＲし、誘

客を図るとともに、県内での消費額を高める取

り組みを行っていくことが重要と思われます。

本県の観光に係る経済効果等調査結果につい

ては以上であります。

７ページをお開きください。

次に、観光における人財育成（観光戦略プロ

） 、 。ジェクトチーム について 御説明いたします

１の観光戦略プロジェクトチームの目的につ

いてですが、本年６月に策定しました新しい観

光振興計画に基づき、国内外からより多くの観

光客を呼び込むための新たな戦略の構築を目的

として、官民一体となったみやざき観光戦略プ

ロジェクトチームを立ち上げ、滞在日数や観光

消費額等を延ばすための新しい取り組みを企画

・立案するとともに、稼ぐ観光のための人財を

育成することとしました。

２のプロジェクトチームのコーディネーター

ですが、国の観光カリスマで、ＪＴＩＣ ＳＷ

ＩＳＳの代表であります山田桂一郎氏を招いて

おります。

３の企画・立案のテーマについてですが ゆっ、

、たり元気をプロジェクトチームのコンセプトに

山田氏と県内の観光関係者で協議を行い、本県

の優位性があり、本県ならではの観光消費につ

ながるという視点で、プロジェクトチームの企

、 （ ）画・立案テーマを 食とアクティビティ 体験

に設定いたしました。

４の進め方ですが、官民の観光関係者で、食

とアクティビティの両テーマごとにチームをつ

くり、各チームのメンバーが取り組んでいる事

業やその課題などを分析し、コーディネーター

による指導、助言のもと、問題解決のための本

県ならではの新しい取り組みの企画・立案を行

う予定です。

５のプロジェクトチームのこれまでの取り組
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みと今後の予定についてであります。６月の補

正予算可決後、直ちに準備に入りまして、７月

には、コーディネーターの山田氏とともに、西

都原、青島、綾など、県内の観光地を視察いた

しまして、観光事業者や行政職員等と意見交換

を行いました。

８月には、山田氏を講師として、県内の観光

事業者や行政職員等を対象に人財育成基礎講座

を開催し、その後にプロジェクトチームの企画

・立案テーマ選定について、参加者との意見交

換を行いました。

そこで決定したテーマをもとに、プロジェク

トチームのメンバー募集を行い、応募してきた

官民35名のメンバーによるプロジェクトチーム

を結成し、10月に発足式を行ったところです。

プロジェクトチームのメンバーは、宿泊業者や

旅行業者、観光施設事業者、観光協会職員、市

町村職員などで構成されています。

なお、この機会に山田氏には、観光振興懇談

会における講話や観光審議会委員との意見交換

を行っていただきました。現在、各チームごと

に適宜協議や視察などを行っており、今月に活

動の中間取りまとめを、最終的には、来年の２

月に知事の前で活動報告を行い、その後、チー

ムメンバーを中心に新たな取り組みを実践して

いくこととなります。

、 、なお 観光における人財育成につきましては

非常に重要でありますので、引き続き取り組ん

でまいりたいと考えております。

人財育成につきましては、以上であります。

次に、８ページをごらんください。

外国人観光客の受け入れ環境整備について御

説明いたします。

まず、１のＷｉ─Ｆｉ環境の整備についてで

。（ ） 、あります １ の整備の趣旨といたしましては

観光人観光客からニーズの高い無料Ｗｉ─Ｆｉ

を利用できるエリア拡大のために環境整備を行

うことにより、外国人観光客の受け入れ環境強

化を図るものであります。

（ ） 、 、次に ２ の整備内容についてですが まず

①の県統一サーバーの設置については、Ｗｉ─

Ｆｉを利用する際の認証方法の統一を目的とし

て、県のサーバーを設置し、県内市町村等と共

同利用できるＷｉ─Ｆｉの共通認証システムを

構築したものです。これにより、市町村等によ

る観光Ｗｉ─Ｆｉ環境の整備が促進されると考

えております。

、 、また ②のアクセスポイントの設置について

県では、青島や飫肥城などの宮崎県観光案内板

等９カ所に整備をしております。市町村関係で

は、日南市や綾町等の５市町が県共通認証シス

テムを利用し、整備する予定であり、今後も引

き続き、市町村等と連携して、アクセスポイン

トの設置の推進を実施いたします。

③の整備の効果についてですが、資料にあり

、 、ますとおり 認証方法を統一させることにより

利用者の利便性が向上すること、県観光案内板

ＱＲコードによる多言語の観光地情報を、外国

人観光客も取得可能となること、サーバーを共

同利用する市町村等の開発コストが縮減できる

こと、官民連携によるＷｉ─Ｆｉ利用エリアの

拡大が推進されること、以上の４点の効果が期

待されます。

なお、今回のように、市町村等と連携して、

Ｗｉ─Ｆｉのエリアを拡大するために 県によっ、

て統一のサーバーを設置することは、九州で初

。 、めての取り組みとなります サーバーの運用は

８月25日から開始しており、アクセスポイント

の設置も随時進めているところであります。

次に、９ページをお開きください。
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２の外国人個人旅行者に対する二次交通対策

事業につきましては （１）に記載のとおり、今、

後、増加が予想される外国人個人旅行者が移動

しやすい環境を整備するため、宮崎交通と連携

し、宮崎交通の路線バスを1,000円で１日乗り放

題できる新たな企画乗車券の販売にあわせ、外

国人個人旅行者向けパンフレットの多言語作成

やバス停の英語表記等を行い、外国人個人旅行

者の利便性向上を図ったところであります。

次に （２）のパンフレットの内容につきまし、

ては、英語、ハングル、中国語の繁体字、簡体

字の多言語で作成しております。また、②のと

おり、パンフレットでは、県内８コースのモデ

ルルートを紹介し、外国人の皆様にわかりやす

くしたところであります。

次に （３）のとおり、企画乗車券の販売につ、

いては、宮崎交通が11月６日から 「ビジット、

みやざき バス パス」として販売を開始して

おり、宮崎空港や宮崎駅など県内６カ所で購入

いただきます。なお、宮崎交通からは先月に販

売をスタートして好調な売れ行きであると聞い

ております。参考として英語版のチラシを添付

させていただいております。

最後に （４）のとおり、このパンフレットの、

作成にあわせて、橘通りや主要観光地など83カ

所の主要バス停の英語表記や番号をつけるとと

もに、今年度末までに多言語による車内案内を

実施予定であります。

次のページをごらんください。

３の消費税免税店（輸出物品販売場）につい

てであります。

中国人観光客の爆買いと言われる消費行動を

初め、外国人観光客のインバウンド事業を取り

組むためには、県内の免税店をふやし、買い物

環境を整えていくことが重要となります。

（２）の県内の免税店数ですが、ことし10月

１日現在で127店舗となっており、昨年10月に対

象品目が消耗品に拡大されて以降、大幅に伸び

ております。ちなみに、12月１日から、みやざ

き物産館ＫＯＮＮＥでも免税店としての体制が

整ったところであります。

県の取り組みとしましては （３）にあります、

とおり、昨年から消費税免税制度に関する説明

会を実施しており、今後も県南及び県北での説

明会を予定しております。

また （４）の免税手続円滑化の支援としまし、

て、パスポートリーダー機器等に対する補助制

度のほか、窓口での手続説明のために多言語パ

ンフレットの作成を進めているところでありま

す。

次に、４のインバウンド講演会等について、

（１）にありますとおり、インバウンド新時代

へ向けた機運醸成を図るため、平成27年７月23

日に、ＥＧＬツアーズの袁社長をお招きし、香

港が日本に求めるおもてなしについて御講演い

ただきました。また、平成27年10月29日には、

ジャパン・インバウンド・ソリューションズの

中村社長をお招きして、インバウンド新時代の

。幕開けについて御講演をいただいたところです

また （２）のとおり、県内に在住する外国人、

住民と観光事業者等の意見交換会を実施するな

どの取り組みを実施しております。

観光推進課の説明は以上であります。

。○野口総合交通課長 総合交通課でございます

資料の11ページをお願いをいたします。

航空路線の利用状況等について御説明を申し

上げます。

まず、１の航空路線の利用状況についてであ

ります （１）の香港航空 「宮崎－香港線」に。 、

ついてございますが、香港線は本年３月28日に
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就航し、定期チャーター便として運航されてお

りましたが、10月28日から定期便としての運航

を開始をしたところでございます。県議会を初

、 、め 関係者の皆様方の御支援をいただきまして

定期便化が実現をしたことを改めてお礼を申し

上げたいと存じます。なお、運航日は、毎週水

曜日、土曜日の週２往復でございます。ちなみ

に、鹿児島が、火曜、木曜、日曜、それから、

熊本が、12月14日から月曜、金曜の運航を開始

することとなっておりまして、南九州３県での

デイリー運航となる予定でございます。

次に、香港線の利用状況でございますが、就

航から11月末までの利用者数は1万5,591名、う

ち日本人が502名、外国人が１万5,089人、利用

率は63.2％となっております。

この表をごらんいただきますと、７月以降の

利用状況が若干落ち込んでおります これは 10。 、

月24日までは定期チャーター便としての運航で

ありましたことから、航空券の販売先が限定を

されていましたことに加えまして、香港の旅行

会社等からは 夏場 クルーズ船との競合もあっ、 、

たのではないかと伺っておるところでございま

す。

しかしながら、定期便化された11月以降、利

用状況回復をしてきております。定期便化によ

りまして、販売チャネルが拡大されるなど、利

便性が向上してきますことから、今後さらなる

利用者の増加が図られるものと期待をしている

ところでございます。

、（ ） （ ）次に ２ のＬＣＣ ピーチアビエーション

「宮崎─関西線」の就航でございます。

ことしの８月28日に就航しましたピーチ関西

線は、１日１往復運航しております。運賃は、

空席状況で変わりますけれども、4,590円から２

万990円となっております。なお、利用状況でご

ざいますが 就航から10月末までの搭乗率は85.7、

％と、会社のほうからは好調であるというふう

にお聞きをしております。

次に （３）のソラシドエア初の国際チャータ、

ー便「宮崎─高雄線」についてでございます。

このチャーター便は、双方向のチャーター便と

して 宮崎発便の往路が10月17日 復路が10月20、 、

日に運航をされました。利用状況につきまして

は、宮崎発便の往路が155名、復路が153名で満

席となりましたが、高雄発便の利用者は往復と

も19名でございました。高雄発便の利用者が伸

びなかった理由としましては、ソラシドエアに

よりますと、高雄でのツアーの発売時期がチャ

、ーター便運航の約１カ月半前と遅かったことや

直前に台風の接近があり、団体のキャンセルが

。あったためであるというふうに伺っております

続きまして、12ページをお願いいたします。

２の航空路線の安定化、利用促進のための取

り組みについてでございます。

まず （１）の国内線、国際線共通の取り組み、

でありますが、９月10日の空の日を記念した航

空に親しむためのイベント、航空路線や飛行機

を使った旅行をＰＲするみやざき空旅フェア、

航空を含めた公共交通機関をＰＲする陸海空交

通フェスタを実施しましたほか、航空会社さん

に対し、路線の維持、充実に関する要望活動を

行っております。

次に （２）の国内線の取り組みにつきまして、

は、航空会社が実施をします利用促進キャンペ

ーン及びＬＣＣが就航する際、航空会社に対し

まして、カウンター設置などのイニシャルコス

トや就航当初のＰＲ等への補助をいたしますと

ともに、新聞広告を掲載し、ＬＣＣの就航につ

いて周知を図ったところでございます。

また （３）の国際線の取り組みについてでご、
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ざいます。県民等への利用者への補助といたし

まして、６名以上の団体に対し、渡航費用の一

部を補助する団体利用補助や児童生徒が参加す

る修学旅行などの交流事業を支援する修学旅行

等補助、居住地と宮崎空港間を送迎する貸し切

りバスの借り上げ費を助成する送客バス支援、

海外でビジネス活動を行う事業者に対し支援を

行うビジネスサポートの４つの補助事業を実施

いたしております。補助額につきましては、利

用者数などにより変動いたしますけれども、例

えば、団体利用補助の例で申し上げますと、６

名から９名の県民の団体が、宮崎空港の国際定

期便を往復利用して海外へ渡航された場合、１

団体当たり３万円の補助額となっております。

次に、国際線のＰＲ・キャンペーンといたし

まして、イオン等で、路線や国際定期便を利用

した旅行商品、就航先の観光地等をＰＲする韓

、国・台湾・香港トラベルフェアを開催しており

また、８月の末に宮崎におきましては、トラベ

ルフェアとあわせまして、韓国や台湾の料理屋

台も出展をするなど、県民等に対しまして路線

のＰＲや韓国・台湾観光への興味喚起を行って

いるところでございます。

また、空港会社と共催になりますけれども、

ソウル線の乗り継キャンペーン、あるいは台北

線のパスポート取得キャンペーンといった利用

促進キャンペーン、さらには、ラジオの人気Ｍ

Ｃと行く韓国モニターツアー、そういったもの

も実施し、利用促進を図っているところでござ

います。

このほか、３月には学校関係者等を対象にし

た修学旅行セミナーを開催をし、国際定期便を

利用した修学旅行の増加を図ってまいりたいと

考えております。

今後とも、こうした取り組みを積極的に進め

ますことによりまして、航空路線の安定化、利

用促進につなげてまいりたいというふうに考え

ております。

総合交通課からは以上でございます。

ありがとうございました。執行○押川委員長

部の説明が終わりました。御意見、質疑等がご

ざいましたら、御発言をお願いをしたいと思い

ます。どなたからでも結構であります。

クルーズ船の経済効果を上げるた○緒嶋委員

めには、地産地消じゃないけれども、地産外消

をいかに高めるかと。電気製品とか化粧品とい

うのは宮崎県では余りつくっていないんじゃな

いかなと思うんです。食料品なんかは宮崎県産

がある。これは、やはり、地産外消をクルーズ

船を対象に高めると。そのことでまた海外での

宮崎県の食品というか、農産品なんかが、向こ

うでまたそれを購入するとかいうようなことに

なると、リピーターとともに、裾野を広がるん

じゃないかと思うんですけれども、そのあたり

はどういうふうに考えておられますか。

今回こういった経済効果○福嶋観光推進課長

の調査をやってみまして、やはり、そういう地

元でとれたものとか、地元で付加価値をつけた

もの、こういったものを提供していかないと、

県内波及のその効果が上がってこないというこ

とがよくわかりました。一番やっぱり効果があ

るのが、飲食をしていただくということが、一

番高く県内波及及ぼすということもわかりまし

たし、そういったことを、地元受け入れを行う

市町村とか事業者の皆さんと共有して そういっ、

たものを積極的に打っていくということが大事

なんだなというのが今回の調査でわかったとい

うことでございます。

それと、やはり最後の寄港地でで○緒嶋委員

きるだけ購入しようというのは、これは、観光
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客の一つの心理ではないかなというふうな気が

するんですが、クルーズ船のコースを考えた場

合、最後の寄港地に油津でも細島でもそういう

ことがこちらの提案でできるのかというのは、

どんなもんですか。

今 実際 日南のほうは10○福嶋観光推進課長 、 、

市町で、あと日向のほうも、受け入れに関して

、 、は ラストポートであるかどうかにかかわらず

非常におもてなしを頑張っていただいているな

という気はしております。そこは、恐らくほか

の八代とか長崎とか福岡に負けていないという

か、逆にいうと、ほかはやっていらっしゃらな

いところを宮崎が一生懸命やっているというふ

うに私は認識をしております。

そういう宮崎の好感度というか、○緒嶋委員

それをいかに高めることによって、クルーズ船

の対応も、いろいろ寄港していただくと経済効

果はあることだけれども、地元とすればやっぱ

り大変な面もいろいろな意味であると思うんで

す。やはりそれに手間をとられるとか、いろい

ろ準備が大変だとかあるけれども、やはり、観

、 、光の推進をすることは 部長も言われたとおり

経済効果が大きいし、また、この宮崎県の活性

化のためには、やはり大変な力にもなるわけな

ので、今後とも、どういう手法をとることが、

このクルーズ船のメリットというか、経済効果

を高めるかというような視点での研究というの

はいろいろやられるということであるので、そ

こ辺をいかに高めるかというのが今後の課題か

なと。

それと、福岡なんかというのは、１週間何隻

も寄港するわけですよね、博多なんかは。そし

てまた、宮崎県は、今からが緒についたという

感じだから、本当にこれが経済効果として宮崎

県の発展のためにどこまで対応できるのかとい

うのが大きな課題だと思うんですけれども、将

来、その見通しというか、そういうことについ

ては、どういうふうに研究されているわけです

か。

まず、県内循環を高める○福嶋観光推進課長

ために、どういった品ぞろえをして、どういう

おもてなしをするか、リピーターをふやすかと

いうこともありますし、あと、今、ファースト

ポートのお願いなどもしておりますけれども、

それと並行して誘致活動をしっかりやって、寄

港回数をふやしていただくと。来年は目標とし

ては20回というのを掲げていますけれども、そ

れをまたふえせるようにやっていくということ

が大事なんじゃないかというふうに考えていま

す。

ぜひ今後の取り組みというのが一○緒嶋委員

番重要だと思いますので、その点は努力してい

ただきたいと思います。

東九州自動車道の調査の川南パーキングエリ

アとはゆまで立ち寄り客なんかを調査して、そ

の経済効果というか、いろいろな調査がされて

いるわけですけれども、中央道が10キロ余り延

びたことで、高千穂に来る人にとって、北方の

よっちみろ屋が、やっぱり一つの休憩地として

の位置づけが物すごく高くなって、経済効果は

。 、恐らく相当なものじゃないかなと というのは

一つは、北のほうから、大分のほうから見えた

方は、延岡から宮崎に行くには有料道路なわけ

です。そうすると、中央道は無料だから、やっ

ぱりどちらかというと、心理的には金がかから

ないところを通りたいというのがあるんじゃな

いかなと思うし、高千穂という一つのポイント

があるので、そうなると、よっちみろ屋は、駐

車場はいつも満杯で、私はいつも通うわけです

が、あそこの経済効果もやっぱり調べてみられ
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る必要が私はあると思うんです。

今回、たまたま東九州ということで、そこは

調査されなかったと思うんですけれども、中央

道が４月の下旬に開通してから、相当な効果が

あると私は思いますし、延岡市も、北川はゆま

に次いでここにも力を入れているというふうに

思います。どちらかというと、もう駐車場が足

りないため、よっちみろ屋に寄る人が、寄っち

みれんじゃないかという感じになっているのが

実情なわけです。そういうことになると、名前

、を変えてもらわなくてはいけないんだけれども

そういうふうな感じで盛況なわけですので やっ、

ぱりここの中央道はそれだけ延伸することに

、 、 、よって 先ほどのサーフィンも お倉ヶ浜には

熊本 福岡の人も 中央道218号線 あるいは325、 、 、

号線を通って来る人が物すごい多いんですよ。

それは、道路がよくなったため、日帰りもでき

るようになったということで、熊本の県議会議

員なんかも、サーフィンに来ていますというこ

とを言うわけです。熊本は、有明海沿岸はサー

フィンのポイントがなかなかないわけです。そ

うなると、やはり、日向灘を目指してくるとい

うことになるわけですので、やはり、中央道の

メリットが、やっぱりサーフィン客を含め、そ

のほかのいろいろな観光的な意味を含めて、物

すごくやはり大きな意義を持っているんじゃな

いかなというふうに思いますが、そのあたりは

どう考えておられますか。

今回のサーフィンの調査○福嶋観光推進課長

の結果を見て、私たちもちょっと驚きと喜びと

いいますか、あったんですけれども、本当に熊

本ですとか、福岡あたりから多くお客さんが見

えていて、恐らく福岡からは、東九州自動車道

が大分から通ったことによって、さらに加速さ

れたんじゃないかなというふうに思っておりま

す。

よっちみろ屋の効果なども、観光地の入り込

み調査のほうでは拾えるんじゃないかなと思い

ますので、その辺のふえ方なんかも見ながら、

また、中央道の優位性といいますか、そういう

道路の整備の必要性なんかも、また考えていく

必要があるんじゃないかなというふうには思っ

ています。

特に、５月のゴールデンウィーク○緒嶋委員

なんか、高千穂に12万人の人が来ているわけで

す。単純に考えても、その半分はよっちみろ屋

。のほうを通って私は来ていると思ってるんです

、 、そうすると シルバーウィークというんですか

秋のあのときも、高千穂に11万人ぐらい来てい

るわけで やっぱりそういうことになると よっ、 、

ちみろ屋も一つのポイントとして調査されるこ

とは、全体的な流れをつかむ意味でも、私は意

、義があるんじゃないかなという気がしますので

その辺を頭に入れながら、今後調査してもらい

たいということを要望しておきます。私はこれ

ぐらいで。

、○外山委員 この観光戦略プロジェクトチーム

観光事業に直接携わる官民35名、この構成とい

うのは、全県下にまたがっているのか、あるい

は旅館業組合の会長であるとか、そういう役職

の方がされているのか これどういう構成になっ、

ているんですか。

先ほどの資料にあります○福嶋観光推進課長

けれども、宿泊業、旅行業、観光施設といった

ところが入っているんですけれども、一応都城

であったり、串間であったり、県下全域から来

ていただいているということと、あと一応若手

の方をってお願いはしていたんですけれども、

長が来ているところもあります、若手が来てい

るところもあります。もう本当に老若男女いろ
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んな方が入り乱れてのチームになった、まさに

公募という形でしたので、偏りも若干あるんで

すけれども、同じ市町村から複数来てたりとか

いうことはあるんですが、一応さまざまな方々

が参画しているという状況です。

ということは、このチームは定期○外山委員

的に会合を開催されるわけですか。決まってい

るんでしょうか。

定期的に集まるのは発足○福嶋観光推進課長

式のときと、あと今週ある中間報告と２月の最

終報告というのが必ず来てくださいということ

になっているんですが その間にも頻繁に集まっ、

て話し合い等をやっておりまして、今着々と中

間報告の準備をしているという段階です。

では、それぞれの地域のいろんな○外山委員

団体がありますよね。若い議員が集まったり、

チームつくったり。そのチームは、それと連携

して、そういう情報を取りまとめているわけで

すかね。まだ、できたばかりだから、そこまで

至ってないのでしょうか。

一応参画していただいた○福嶋観光推進課長

方々でのチームとしての動きにはなっていると

思いますけれども、ひょっとしたら、地元でい

ろんな方から助言をもらったりとかして臨んで

いるということもあるかもしれないです。

もうお答えはいいですけれども、○外山委員

よくこういうチームをつくると、携わった人間

だけが内輪で物事を進めていって、なかなか外

、 、部に波及しないこともありますんで できれば

少しでも内輪だけの集まりじゃないようなチー

ムにしてもらいたいと思います。これは要望で

す。

続けていいですか、ちょっと。宮交さんの１

日1,000円のパス券のところですけれども、これ

は、県と宮崎交通が連携とありますが、費用的

なもので、県の出費とか何か補助とかあるんで

しょうか。宮交の全く単独なのでしょうか。

県のほうで助成をしてい○福嶋観光推進課長

るという状況です。宮交も手出しをしつつ、県

も助成をして、こういったパンフレットの作成

とかやっているという状況です。

地方創生の交付金を活用しておりまして、パ

ンフレットの作成とあとモデルルートの多言語

での社内アナウンス、あと交通アプリの作成、

ここに約2,000万円ということで事業を実施して

いるということです。

ということは、いろんな広報活動○外山委員

には助成するけれども、運賃には助成はないと

いうことですね。

それはございません。○福嶋観光推進課長

もう一点だけいいですか。免税店○外山委員

ですけれども （４）ですけれども、県内の免税、

店が設置となり得る対象店舗って、免税店とい

うのは、もう希望すればどこでも申請できるの

。 、でしょうか 免税店になり得る店舗というのは

何か縛りがあるんですか。

免税店につきましては、○日下商工政策課長

もちろん免税対象の商品、種類がございますの

で、そういった種類を販売をしている店舗につ

きましては、もちろんいろいろさまざまな手続

は必要でございますけれども、基本的には、手

を挙げて、税務署に対して申請手続として免税

店になることはできるというふうに考えていま

す。

さまざまパスポートリーダーとか○外山委員

端末機、機器に対する補助金交付とありますけ

れども これも お店の規模とかによって変わっ、 、

てくるのか、パーセントで決めるのか。どうい

う基準で補助をするのでしょうか。

機器について、今回のこ○日下商工政策課長
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の補助金につきましては、対象となる機器が、

免税にかかわるこちらに書いてあるパスポート

リーダーであったりとか、読み取りのそういっ

た機械であったりとか、こういった種類のもの

につきましては、上限はございますけれども、

対象として支援をさせていただいているところ

でございます。

ということは、もう県内に127店舗○外山委員

あるわけですよね。じゃあ、その補助金交付と

いうのは、その規模によって当然変わってきま

すよね。小さいお店が申請して通って、この３

つだけを取りそろえるならば安いだろうけれど

も、大きい店舗になると補助金も大きくなる。

どれぐらいかかるんでしょうか。難しい質問で

すが。

、○日下商工政策課長 上限額がございますので

店舗ごとに、大きい店舗であろうが、小さい店

舗であろうが、それほどそういった意味では、

補助金の額としては余り違いはないのかなとい

うふうには思っています。あくまで対象となる

機器が限定をされているものですから。

１ページ、２ページの中で、かな○山下委員

り経済効果が出てるということなんですが、特

に、２ページの７番の、食事の満足度という項

目が高いということで、大変ありがたいことだ

なという気持ちでデータを見させていただいた

んですが、例えば、どういう食事に興味を持っ

ているんでしょうか。

食事については、昼食が○福嶋観光推進課長

中心になろうかと思いますけれども、バスツア

ーに参加された方は、割と大きいところといい

ますか、ホテルの昼食会場とかで100人単位とか

で食事をされております。また、ツアーに参加

されなかった方は、御自身で、例えば油津の商

店街に出掛けていったりして、そこでラーメン

とか、そういうものを食べたりされています。

あとは飫肥がコースに入ってますと、食べ歩き

というのがあったりしますので、どこをどう捉

えて満足度が高かったのかというところまでは

把握してないんですけれども、例えば、ホテル

で食事をするときには、台湾のお客さんであれ

ば、温かいものを出すとか、相手の要求に応じ

ていろんなメニューを、限られた予算の中で考

えて出していらっしゃると。満足度を高めるた

めの努力はしつつ、焼きそばとか、そういった

ものを食べていただいたということは聞いてる

んですけれども、ちょっと具体的にどう満足度

があったのかというところまでは分析できてい

ません。

私もちょっと聞いたことがあった○山下委員

んですけれども、ホテルに入って、バイキング

で食べる人たちが多かったということを聞いた

んですが、大体昼食に１人単価というのはどれ

ぐらいなんですか。

大体1,000円から1,500円○福嶋観光推進課長

というところだと聞いております。

わかりました。それから、これ食○山下委員

料品というのが、希望商品として出ていると思

うんですが、お土産として持って帰る食料品と

。いうのはどういうものに興味を持っているのか

加工品なのか、何かそこ辺のデータはないので

すか。

、 、例えば 私たちも香港とか台湾に行くときに

現地に着いたときには 宮崎からだけの帰りじゃ、

なくて、全国から一緒に台湾とか香港に着くわ

けです。向こうの人たちが買っているお土産と

いうのがどういうものかというのが気になって

見ていると、非常にやっぱり日本から果物類、

例えば 北海道とかもう長野県とか東京から帰っ、

てくる人たちは、もう山のように果物類をお土
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産として持って帰ってきているものですから、

宮崎からのお土産としての食料品というのを、

どういうものに興味を持って持って帰ってくる

のかなと思いまして。

果物が持って帰れるのは○福嶋観光推進課長

恐らく香港だろうと思います。クルーズ船の場

合は、台湾、上海のお客様が大半ですので、な

かなか持ち込めないと。実際ここで買われたの

は、恐らくお菓子とかカップラーメンのたぐい

だったのではないかと思います。

香港線も就航しているわけですか○山下委員

、 、 、ら できたら やっぱり本県の特徴なるものを

向こうの人たちが好むものです。ターゲットを

絞って、そういうものをどうやって興味を持た

せて持って帰らせるか、そこの知恵が必要かな

と思うんですが、その考え方はないですか。

どのような国のお客様が○福嶋観光推進課長

来られるかによって、やっぱり品ぞろえという

ものは考えていく必要があると思います。クル

ーズ船は、先ほど言いましたように、中国のお

客さんとか台湾のお客さんですので、そういっ

た方々が好むようなものをやっぱり準備すると

いうこと。それと、香港ですと、空から入って

くるお客様で、空ビルのほうが今果物をたくさ

ん並べて買っていただいてというふうなことが

ありますので、やっぱり相手によって品ぞろえ

を変えていくことが大事なんだろうというふう

に思います。

よろしくお願いします。○山下委員

よろしいですか。山下委員、い○押川委員長

いですか。

はい。○山下委員

そのサーフィンに関する調査の件○日高委員

なんですけれども、経済効果、居住地、構成と

調査してあってかなりすごいなと思っているん

です。お倉ヶ浜は海岸ばたですので、もう以前

から地方創生の元祖みたいな感じで、住み着い

ている状況で、相当な数の家もニュータウンみ

たいなのができて、そこに住んでいるんです。

。その辺もあり伸びてきているのかなと思います

あとこの状況を考えると、両施設の受け入れ

状況って十分なのかなってちょっと心配なとこ

ろがあるんですけれども、その辺についてはど

ういうふうな考え方を持っているのか、ちょっ

とお聞かせください。

、○福嶋観光推進課長 受け入れ状況というのは

例えば、シャワーとか駐車場とか……

書いてあるけれども、今ので十分○日高委員

、 。なのか それとも今後いろいろやっていくのか

それぞれ県内10以上のサ○福嶋観光推進課長

ーフポイントがありまして、それぞれ市町村の

ほうでトイレを設置したり、シャワーを設置し

たりということなんですけれども、また、整備

状況はさまざまであろうと思います。

この調査の中であるといいものというのを調

、 、 、査しておりましたところ 例えば 木崎浜では

シャワーとか飲食店、トイレといったものが上

位に上がってきたと。お倉ヶ浜では、飲食店、

更衣室、駐車場という御意見が多かったという

ことなんですけれども、シャワーも更衣室、駐

車場、トイレ、こういったものも一応は整備さ

れているということですので、足りないのか、

ちょっと古いのか、狭いのか、そのあたりでこ

ういった結果が出たのかなというふうには思い

ます。地元市町村にも、これはフィードバック

して、また整備をしていくということかなと思

います。

、○日高委員 あとぜひ調査してもらいたいのは

他県との違いです。宮崎は波もいいと、調査結

果で書いてありますよね。突出している。例え
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ば、オリンピック・パラリンピックのサーフィ

ン競技を会場として誘致するんであれば、ほか

の県との違いもやっぱり調査をする必要がある

んじゃないかなというふうには思うんですけれ

ども、その辺はどう考えているのか。

まさに、今おっしゃられ○福嶋観光推進課長

たように、本県が他県より優れているという優

位性を示さないと、なかなかオリンピックの開

、催地としても選んでいただけないということで

今、いろいろ探して、波を客観的に分析できな

いかとかというところをアプローチしようとし

ているところです。

また、日向のほうの話なんですけ○日高委員

れども、結構有名な海洋冒険家で、ちょっと名

前は出せないんですけれども、ジョーズという

ビルの５階か６階ぐらいの大きい波が来るとこ

ろで挑戦する、情熱大陸とかに以前出ていた人

が、やっぱり移住をしたいということが何か裏

であるような感じがある。もうキムタクとかの

コーチみたいな感じの方らしいんです そういっ。

た人材がどんどん入ってきているんです。そう

いった人たちも、やはり、県としては生かして

いかなくてはいけないと思うんです、人材を。

違いを示す中では。そういった移住関係も、居

住関係もやはり努めていってもらいたいなと、

これは、ＵＩＪターンの施策の中でもとも思う

んですけれども、その辺はどういうお考えです

か。

サーフィンのために移住○福嶋観光推進課長

してきた方がどれだけいるのかというちゃんと

、 、した調査というのはないんですけれども 実際

それをやることによって、ひょっとしたら、宮

崎の優位性とかもまた語られているのかもしれ

ませんし、体感として、非常にサーファーの方

が移住してきている方が多いなというのはあり

ますので、そのあたり、また次のチャンスがあ

。れば調査もしてみたいなというふうに思います

お願いします。○日高委員

確かに移住されている方って結構○井上委員

いるんです。サーフィンが主で、サイドビジネ

スでやっておられるのもいろんなことをやって

おられて、もう定着してこっちに住んでおられ

る方も随分いらっしゃいますよね。サーフィン

の場合は、やり過ぎてはいけない施設整備とい

うのもあると思うんです。自然を壊すようなこ

とは絶対だめなので、そういうことも含めて、

県が考えているサーフィンを観光目的にするこ

ともそうだし、これからの人口をふやしていく

、 、ということについても 県が考えているほどに

市町村とはちょっと温度差があるのかなという

思いがしてならないわけです。だから、もっと

ちょっと丁寧にサーフィンのお客様の受け入れ

については 市町村との連携というのを十分とっ、

ていただきたいなと思うんですけれども、その

あたりはどうなんですか。

まさに市町村に、まずは○福嶋観光推進課長

主体的にそういう施設整備などもやっていただ

かないということもありますし、県のほうでも

施設整備をする際には、それを助成する制度も

ありますし そういった 今回 特にオリンピッ、 、 、

クに手を挙げたということもありますので、市

町村と話をしていかないといけないというふう

に思います。

きのう、遠藤大臣がお見えになって、知事の

ほうから開催地としての要望をしたんですけれ

ども、その席には、沿岸部の首長さん方にも同

席していただいて、一緒に要望を行っていただ

きました。そういったこともきっかけにしなが

ら、市町村と話を進めていきたいというふうに

思います。
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宮崎の波は、日本でとかという範○井上委員

囲じゃなく、世界的にもすごくすばらしいとい

う波だと言われているので、そこも含めてやっ

ぱりアピールする必要というのがあると思うの

で、そういうことも実際頭に入れておいていた

だきたいと思うんです。以前、議会でも取り上

げさせていただきましたが、波情報、波が今ど

んな状態にあるかという情報をしっかりと伝え

ていくということは大切なのではないかと思う

んです。

私たちは、実際、沿岸部に住んでて、波なん

か見てたけれども、あそこで何かやろうなんて

いう気持ちは全くなかったけれども、県外の方

たちは、本当に違う意味で宮崎を見ていただい

ているという点でいえば、これはもうすごい視

点が違ってくると思うんです。ですから、この

調査でもわかるように、県外客のお客様がおと

していただける外貨というのは、大変大きいも

のがあるので、そういう点でいえば、もっと丁

寧な対策のとり方というか、多分もう何かつく

ればいいというものではないと思うんです、ト

イレも何もかも、着がえる場所も。車中泊でな

く、近くのところでどうやって上手に泊まって

いただけるかということも含めて、もうちょっ

と考えていく必要というのがあるんじゃないで

しょうか。

それと、民泊のあり方も、昔は何か行って、

そこでお魚食べて、それが楽しいという感じだ

けでありましたけれども、それだけではないも

のを見つけていく力を、私たちも持たないとい

けないので、もう少しこのサーファーの皆さん

のところに、アクセスしていく力みたいなのが

。必要なのではないかなというふうに思うんです

ですから、その方たちのお力もかりて、2020年

に向けての、私たちの戦術を立てていくことが

必要なんではないかなというふうに思うんです

けれども、そのあたりいかがなんですか。

まさに、オリンピック開○福嶋観光推進課長

催を実現するためには、サーフィンをやってい

る方々が、やっぱり宮崎でやりたいと言ってい

ただくことが一番なんじゃないかと思っており

ます。ですので、まずは、そういった方々の声

を聞いて、一緒に活動していくってということ

が大事なんだろうというふうに、今思っており

ます。

結局、やっぱり波情報も含めて、○井上委員

あの人たちから流れていく部分のほうが絶対に

多いと思うんです。ですから、みんな宮崎に来

いよという流れをつくっていただけるのは、そ

の人たちなのかなというふうに思いますので、

やっぱりその方たちとのアクセス、コンタクト

がとれるかどうかというのをしっかりやってい

ただけたらと思ってます。

ですから、そういうときに、先ほどちょっと

、 、あった 観光における人財の育成というときに

、どういう人財を育成していくのかということは

。とても大事なことではないのかなと思うんです

山下委員のほうからも、どういったものを食

べているのかという話が出ましたが、本当に何

を食べているのか、何を食べていただくことが

楽しいのかということなども、やっぱりそうい

うものを仕上げていかないと、なかなかわかっ

ていただけない部分があるのではないかなと思

うんです。お土産の部分もそうですけれども、

先日、鹿児島でうかがったＥＧＬの袁社長のお

話だと、買って帰りたいものがあるのに買えな

いということはすごく残念だということをおっ

しゃっておられましたが、やっぱり買って帰り

たいものとは何なのかということをきちんと把

握しておく必要というのがあるのじゃないのか
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なというふうに思いますから、そこもやってい

ただきたいと思うんですけれども、いかがです

か。

今回、調査いろいろやっ○福嶋観光推進課長

てきまして、やっぱりその先、何を食べておい

しかったのか、何を買いたかったのか、またそ

の先にやっぱり知る必要があるなというふうに

感じました また こういった調査を次のステッ。 、

プでやっていきたいというふうに考えておりま

す。

それと、このＷｉ─Ｆｉの関係な○井上委員

んですけれども、これも、私も議会で取り上げ

させていただいて整備をしていくというお話で

こういう状況になっているんですけれども やっ、

ぱりまだまだ本当に本気で外国人のお客様を迎

えるのには十分でない部分というのが多いと思

うんですが、環境の整備に何が足りないのかと

、 。いうことは どんなふうに考えておられるのか

単に、設置して、Ｗｉ─Ｆｉの環境の整備が、

旅館やほかのところに浸透しないということな

んですか、これどういうことなんですか。なぜ

。環境整備というのがあまり進んでないんですか

、○福嶋観光推進課長 進んでないというよりも

今、日本全体で、観光庁の調査で、外国人の満

足度で、あると便利な情報で一番高いのが無料

Ｗｉ─Ｆｉだということであります。本県は、

そういう意味では若干進んでいるのかなと思う

んですけれども、進んでいるといいますのが、

例えば、県のレベルでサーバーを設置して、市

町村とか事業者さんも共有できるようなものを

つくったということに関しては進んでいると。

これができることで、より民間での導入も加速

化されるんじゃないかなというふうに期待をし

ているんですけれども、昨年はホテルに助成を

して、インバウンドを受け入れたいというホテ

ルは、客室での無料Ｗｉ─Ｆｉが提供できるよ

うになっております。今度は、観光地だろうと

いうことで、サーバーを設置して、県の主な、

外国人が多く見える観光地には、こういったＷ

ｉ─Ｆｉを設けるようにしたと。今からは、今

度は市町村の番ですよということで、市町村が

、 、 、それぞれ進めていただくと また 商店街とか

あるいは駅とか、そういったところも随時ふや

していく方向でというところ、今はそういう状

況にあるというところです。

本県は九州内でも進んでいるとい○井上委員

うふうに理解していいということですか。

主観的な意見かもしれま○福嶋観光推進課長

、 、 、せんけれども 今 ＮＴＴドコモさんのほうに

サーバーの設置から、またその普及をお願いし

ておりまして、今、県が関与しているのはこの

部分でありますけれども、統一の認証アプリが

使えるようなところを、ＮＴＴさんが今可能性

があると言っているところが700カ所あります。

それは コンビニだったり いろんな飲食店だっ、 、

たりするんですけれども、今、既にＷｉ─Ｆｉ

が入っているところを、同じアプリで統一認証

できるようにするのは、最大可能性として700カ

所あるという状況です。

じゃあこれはしっかりときちんと○井上委員

進めていっていただきたいと思います。私は

ちょっと勘違いしてました。宮崎ってあんまり

まだ先に進んでないみたいな印象があったんで

すけれども。

今、課長のほうから○武田観光経済交流局長

話があった部分については、いわゆるＷｉ─Ｆ

ｉのほかの関係とか、いろんなシステムの中身

とか、そういう取り組みについては他県よりも

進んでいるということなんですが、どれだけエ

、リアにＷｉ─Ｆｉが設置されているかというと
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まだ十分な部分はないと思いますけれども、そ

ういったところはやはり積極的に取り組んでい

かないといけないのかなというふうに思ってお

ります。

他県においては、民○永山商工観光労働部長

間ベースでＷｉ─Ｆｉ環境を整えていっている

というところはたくさんありますんで、ホテル

等も含めて、そういう意味では、宮崎県のＷｉ

─Ｆｉ環境が進んでいるというわけではありま

せん。

ただ、県の共通認証システムで１回そのシス

テムに入ってしまえば、どの観光地でも使える

という新しい取り組みを県としてやっていると

いうことですから、最終的にはとっても使いや

すい環境が、市町村がちゃんと協力してうまく

やっていけばできるんではないかなと思ってま

すんで、今いい状態にあるということではあり

ませんが、これからいい状態はつくれるんでは

ないかなというふうに思ってます。

では期待しておきますので、よろ○井上委員

しくお願いしたいと思います。

実は、東九州自動車道が繋がって、大変本当

に効果が出てきたというふうに私も思います。

人の入りがよくなってきている。じゃあどう回

していくかということが、どんなふうにできて

いくのかということが大変重要で、１カ所にと

どめないというか、すぐ帰さないとかいうこと

が大変重要なのではないかなというふうに思っ

てます。

ちょっとこの外国クルーズ船のことなんです

が、県内の主な訪問地、これは固定されている

んですか。大体向こうからのお申し入れがこう

いうことですか。

上陸してどこを回るかと○福嶋観光推進課長

いうことについては、そこの形態によりますけ

れども、どんな国内での受け、ランド社といい

ますけれども、受けがどういうルートがつくる

かということが一つあります。幾つも、何十も

ルートがあって、それをお客さんが選んで、実

際にツアーが成立するというオプショナルツア

ーだと聞いていますので、固定ということでは

なく、いろんなパターンがあって、その中から

お客様が選ばれたものが実際には実施されてい

ると。ランド社が１社とかであれば、そこに働

きかけをして、こういうところをルートに入れ

てほしいということも不可能ではないと思うん

ですけれども 実際には それが10社ぐらいあっ、 、

たり、それが、日本の会社じゃなくて、上海の

会社であったりとかいうことも多々ありますの

で、ここに回ってほしいという話を持っていく

のは、なかなか難しい話であるというところで

す。

そこがなかなか大変なところなん○井上委員

ですね。私どもは行っていただきたいと思って

いるところはまだまだたくさんあるし、コース

としては幾つかつくれるのではないかというふ

うに思います。

それと、もう一つは、このツアーに参加しな

かった皆さんは、どのくらいいらっしゃるのか

というのがちょっと知りたいところなんです。

その方らは 船から全くおりずに船の中にいらっ、

しゃるのか、それとも、おりていただいている

、 、けれども 行く先がないと思っておられるのか

その辺のところの分析はどうなっているんで

しょうか。

一応どのくらいのお客さ○福嶋観光推進課長

、んがツアーに参加されて残られたかというのは

数字としてはあるんですけれども、例えば、８

月10日のスカイシーですと、乗客が1,479人に対

して、バスツアーに参加したのは1,274、次に、
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クァンタムのほうが、4,843人の乗客に対して、

ツアーに参加したのが4,484、それと、ボイジャ

ーが乗客3,445に対して、ツアーの参加が3,311

。 、と ツアーに参加されないお客さんについては

、シャトルバスを港のほうに配置しておりまして

それに乗って油津商店街に出掛ける、あるいは

タクシーも待機しておりますので、タクシーに

乗って好きなとこに行かれると。結構串間のほ

うに行かれたり、宮崎市内まで行かれたお客さ

んもおられたというふうに聞いております シャ。

、トルバスは油津商店街のほうに案内しますので

そちらでおりて、散策をされて、御飯を食べた

、 。り 物を買ったりということだということです

このバスに乗られなかった人に対○井上委員

する対策もしっかりやっていただけるといいな

と思っています。日南のまちの中もまた変わり

つつあるので、油津もしっかりと見ていただい

て、楽しんでいただけるように、そのときに、

何を提供したらいいのか、どのように動いてい

ただいたらいいのかというのをちょっと考えな

くてはならない。この方たちが来なくなると困

、 。 、る 来ていただきたい 来ていただくためには

やっぱりツアーで回らなかったとしても、こう

いう楽しいことが起こるよということがわかっ

ていただけるといいのかなというふうに思いま

すので、せめて、その方たちのためにも何か行

動を起こしていただけたらと思っています。要

望ですから回答はいいです。ありがとうござい

ました。

、 、○徳重委員 お尋ねしたいと思いますが 先日

人吉市で行われました観光振興議員連盟の会議

に、武田局長が出られてお話をされたところで

すが、そこで感じたことでちょっとお尋ねして

みたいと思います。

インバウンド新時代というようなことが言わ

れておりまして、熊本県にも宮崎にも外国から

の直行便が来る時代です。そういったことで、

外国からおいでになる方は、観光客ばかりじゃ

ないと思うんですが、どういう形で、観光なの

か、あるいはビジネスなのか。おいでになった

方はどういう形で動かれるのかなと思って、そ

れがわかっておればひとつ教えてください。日

本に着かれてからの行動、宮崎に着かれてから

の行動、もちろん観光が中心だろうと思うんで

、 、すけれども 観光バスに乗られて回られるのか

。そういった動きはどういう形でされているのか

まだ、国によって若干形○福嶋観光推進課長

態が違うんですけれども、例えば、韓国だと個

人のお客様が多くなると。台湾とかは、まだ団

、 、体客が多いので 香港もそうなんですけれども

香港はもうＥＧＬツアーがほとんどとっていま

すので、バスでやっぱり観光地を回るというの

が通常のパターンになっております。

実は、当日、袁文英社長のお話を○徳重委員

聞かせていただきました 宮崎にもおいでになっ。

たようですが、そこで強く言われたことを、私

も興味があったんですが、これからの観光客と

いうのは、海外の人たちは、バスに乗る大きな

ツアーじゃなくて、５人、10人、あるいは四、

五人、家族でというのが非常に多くなってくる

んだと。そして、もう団体より、レンタカーを

使って観光地を回りたいと。もちろん日本の状

況を知って、宮崎の状況を知って、熊本の状況

を知って来られるわけですから、あそこに行っ

てみたい、ここに行ってみたいということで、

これからの観光客そのものはもうレンタカーだ

と、これが整備されることが最も望むところだ

というようなお話をされたと、非常に、私、興

味深かったんです。そこで、レンタカーはあり

ますよね。あるんですが、外国語がナビの中に
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取り込まれていないとどこに行っていいかわか

らないわけです。日本語全部わかる人はいない

わけですから。そうなりますと、整備されてい

るのかどうかということなんです。それをやっ

てほしいというお話をされたと、私は理解をし

ているんですが、宮崎でレンタカーのナビに韓

国語、あるいは中国語、台湾語で中国語でしょ

うが、そういったものがあるのかどうかちょっ

と教えてください。

ナビの多言語化について○福嶋観光推進課長

はちょっと把握をしてないんですけれども、確

かにレンタカーは今後ふえてくるというふうに

は考えております。

この前、袁社長は、例えば、乗り捨て、それ

が結構料金が高いということで、何とかならな

いかというお話もあったかと思います。そのあ

たりについては、まだ、ちょっと民間のお話で

ありまして、なかなか行政として手を出せない

部分あるんですけれども、まずは、公共交通機

関からということで、きょう８ページで紹介さ

せていただいた二次交通対策、これを県として

は今やっているという状況です。

ただ、レンタカーが今後主力になってくるで

あろうということは十分予想されますので、何

かできないかなというところを今考えていると

いう状況です。

当日、私は懇親会までずっと出席○徳重委員

していたんです。熊本県の蒲島知事は、最初か

ら最後までいらっしゃいました。たまたま私の

脇においでになったときに知事が、熊本の県庁

の局長さんでしたか、課長さんがさきにいらっ

しゃって、局長を呼べと言われて、私のそばで

お話しされたんです。

何と言われたかというと、きょう、袁さんの

お話の中で、これから香港から熊本においでに

なる方の対応にレンタカーは絶対必要だと。だ

から、これを、早急に関係者を集めて対応しろ

と。私の目の前でそういうお話をされました。

さすがだなと思いました。即行動をされて、関

係者はもちろん民間もひっくるめて 行政もひっ、

くるめて、その対応は粗相のないようにやれと

いう指示をされたのにびっくりました。

、 。これから 宮崎も香港との関係も出てきます

韓国、台湾も出てくるでしょう。これから主流

になっていくということを考えるときに、これ

は、早急に対応しなければいけないことではな

いかなと思いましたが、どうでしょうか。武田

局長。

私も、当日、熊本県○武田観光経済交流局長

知事から鹿児島、宮崎、一緒になって協力して

、 、ほしいという要請は受けましたので 私どもも

やはり、今、課長が言いましたように、特に、

公共交通機関が十分発達していない本県にとっ

ては、やっぱりレンタカーというのは非常に有

効なツールだと思いますし、また、今、徳重委

員が言われましたように、外国人が使って利用

できないと、外国表示とかそういったものがな

、 、いと やはり利用できない部分がありますので

不便なところもありますので、そういったとこ

ろも一旦調査をしたり、もしくは把握をしなが

ら、どういった方法でやれるのかということは

早急に対応していきたいと思います。

ただ、課長が言いましたように、やはり、レ

ンタカーの部分については、民間との競合とい

う部分も課題がございますので、そういったと

ころは、ちょっと業界とも十分意思疎通を図り

ながら、連携とっていかないといけないのかな

というふうに思っておりますので、御提案があ

りましたので、そういったところは真摯に受け

とめて対応していきたいと思います。
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数はそんなに最初は多くないかも○徳重委員

しれませんけれども、宮崎県に行ったら、レン

、 、タカーもあってどこにでも行けるよ いいぞと

口伝えに広まることによってまたリピーターが

ふえてくるんだと、私はこう考えておりますの

で、小さいことかもしれませんが、やはり大事

なことだとこう思ってますので、ぜひひとつ前

向きに取り組くんでいただきたい。

よろしいですか。○押川委員長

はい、いいです。○徳重委員

11月上旬に、この委員会で県外調○新見委員

査に行ったときに、兼六園に行ったんです。そ

こに、観光案内板があったんですけれども、そ

の中に英語とハングル、中国語が２つあったも

のですから、この中国語はどういう違いだろう

かなと、私もちょっと中国には疎いもんですか

ら、広東語とか北京語とか上海語の違いなのか

なと思ったんですけれども、きょうの９ページ

の資料を見て、あれは、簡体字と繁体字だった

んだというふうに理解したところでございます

が、確かに今、クルーズ船等の就航によって、

中国人に目が向いてて、この９ページ等の対応

をされていると思うんですが、私、この２月議

会で、東南アジアの観光客対策ということで、

多言語対応ということで、ベトナム語とかタイ

語とか、そういった対応をお願いしたところ、

今年度中に、旬ナビの東南アジアの言語を対応

するということを答弁でいただいたんですが、

ちょっとごめんなさい、きょうの説明とは関係

ないですけれども、その状況はどうなっている

のかまずお尋ねしたいと思います。

今、議員おっしゃったよ○福嶋観光推進課長

うに、今、旬ナビのほうで７カ国語までふやそ

うという準備をしているところです。年度内に

、はそれがアップできるようになるというふうに

そういうスケジュールで進んでおります。

東南アジア系ですね。○新見委員

それでは、今、例えば、観光案内板はＱＲコ

ード、今いろんなコードがありますよね。最近

は あるアプリを入れると スマホとかタブレッ、 、

トで、ポスターをスキャンすると、そこからま

た動画が出るような仕組みもあって、この世界

は本当に日進月歩 もう日々変わっているんじゃ、

ないかというぐらい動きが激しいんですが、そ

ういった最新のこういったＩＴ関係の状況を常

に仕入れないといけないと思うんですが、そこ

辺の情報収集は、例えば、観光推進課で単独で

やられているのか、情報政策課等々も連携しな

がらやっていらっしゃるのか、その現在の取り

組み状況を教えてください。

基本的には観光推進課な○福嶋観光推進課長

りコンベンション協会なりでアンテナを張って

ということなんでしょうけれども、やはり、何

かキャッチしたときに聞くというのは、もう庁

内で情報政策課に聞けばわかるんじゃないかと

か、そういったことは多々ありますので、そう

いった形で情報収集は積極的にやっていきたい

というふうに思ってます。

今 新見委員がおっしゃっ○井手総合政策課長 、

た技術、ＡＲと言われる技術だと思います。こ

れにつきましては 以前にも議会でもお話があっ、

たことがあり、広報戦略室のほうでいろいろな

広報の１ツールとして使えないかという検討を

しておりまして、現に、今、発売されている県

民手帳等には、もうその技術を応用して、県民

手帳にスマホをかざしていただけると、宮崎犬

が躍るようなものも入れております。広報のツ

ールとして、いかにうまく使っていくかという

研究は、広報戦略室を通じて総合政策部のほう

でもやっております。
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また、多言語化に関しても同じ発想でありま

して、総合政策課としては、オリンピック・パ

ラリンピックおもてなしプロジェクトという中

で、県全体の多言語化を進めていこうというこ

とで考えております。

ちょっとお話のありましたカーナビにつきま

しては、現時点での新しい機種のカーナビは、

ほとんど英語対応は、設定によって英語対応で

きるようになっておりますので、レンタカー会

社において、借りるときに英語であれば、設定

をすれば新しい機種は対応できるというふうに

聞いております。ただ、アジア系の言語につき

ましては、まだまだ機種的には難しいところが

ございますので、その辺については、今後の機

種の変更等、もしくはインターネットを使った

ナビゲーションシステムの導入等、いろいろな

研究が必要だろうと思っております。

この辺も含めて、おもてなしプロジェクトで

いろんな議論をしてまいりたいと思っておりま

す。

以上でございます。

本当に多言語対応ができるいろん○新見委員

なコードも常に開発されてますので、しっかり

アンテナ張っていただきながら、宮崎県観光の

推進に活用できるものはどんどん取り入れてい

ただければというふうに思います。

、○島田委員 ２点お願いしたいんですけれども

、まさに今チャンスだろうと思っているんですが

現場の声として受けとめてもらいたいと思うん

ですが、日南にクルーズ船が来て、一同に飫肥

城に来るんですが、店に入って、触るなと書い

てあるですけれども、来られる人たちは疑うん

です。品物がこれと同じなのかというのを疑う

もんですから、あけてしまうんです。あけたら

いけませんよと言っても、なかなかそういうの

が一同に10人も20人も来るわけだからわからな

いし、そして、試食用のマンゴーなども、この

。マンゴーは品物の味と一緒なのかと疑うんです

だから、やっぱり、看板で表示するというもの

。を入り口に置くべきじゃないかなと思うんです

我々も置いているんですけれども、疑って入っ

て、みんなでごたごたした中でそういうふうに

なるもんですから。しかし、これだけの人が一

同に来る効果を考えると、日本は本当にクルー

ズ船誘致に力を入れないとだめだなということ

が一点。

あと 黒川温泉の女将さんたちが 一同になっ、 、

て商工会議所と組んで勉強会をして、片言の中

国語、韓国語をマスターして、受け入れをする

ようにしているんだそうです。また、福岡の食

堂には 従業員として 中国人 韓国人のスタッ、 、 、

フが入っているんだそうです。だから、やっぱ

りこれからアジアから観光客が増える中で やっ、

ぱり人財育成が必要で、ある程度地域地域にそ

ういうスタッフがいないとだめじゃないかなと

思うんです。

それと、看板などで表示するなど、言わなく

ても文章で知らしめていくというようなことに

なってくると、かなり我々のおもてなしという

のも準備できるんじゃないかなと思うんです。

今までは準備期間も無かったため、一度に1,000

人も2,000人も上がってきて、バスで40人来て、

一同にその店に入られてパニックになったんで

す。ようやく大体中国人ってあんなもんかなっ

ていうのがわかったけれども、やっぱり対応で

きないです。だから、スタッフをふやさなけれ

ばいけないけれども、ふやしたら、お客さんが

来ない時期には、人件費がかかり経営が成り立

たなくなるということもあるものですから やっ、

ぱりこれは行政と一緒になって勉強会をするべ
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きじゃないかなと思っているんですけれども、

今後、講師を派遣するなどして、地域地域で人

財育成ができないものかなと思っているんです

が、いかがですか。

今回クルーズ船は、夏場○福嶋観光推進課長

に油津港に一挙に入ったということで、対応が

本当に大変だったんじゃないかなと思います。

地元の方も、やりながら、台湾の方が来たとき

と、また、中国本土の方が来たときと、また全

然対応が違うということで、戸惑われたんじゃ

ないかと思います。

実際には、例えば、飲食店であれば、指さし

のメニューをつくっていくとか、物販している

ところであれば、表示を簡体字と繁体字で、お

客さんによって入れかえて使うとか、そういっ

たことがやっぱり必要なんだろうと思います。

日南のほうでは、10市町で協議会をつくって

おりますし、その中で商工会議所とかと一緒に

なりながら、地元の方々を集めて、そういった

勉強会をやったりということも始めたというふ

うに聞いております。

もちろん必要があれば、そういった講師も県

のほうで紹介したいと思いますし、きょう、委

員会資料の中でも、最後に、10ページの下のほ

うで、インバウンドの講演会をやったというこ

とを御報告いたしましたけれども、このインバ

ウンド・ソリューションズの中村さんも、ぜひ

また次の講演なりを、勉強会なりをというお話

がありまして、日南のほうにも御紹介をしてい

るという状況ですので、そういった機会を通じ

ながら、官民一緒になって、そういった対応を

進めていけたらいいのかなというふうに思って

おります。

やはり、おもてなしというのを掲○島田委員

げていながら、外国人の文化の違いというのが

あるため、戸惑うわけです。来た方は、日本の

、 。着物のはんてん あれを着て携帯で撮るんです

着たらいけないのに着て撮るんです。撮って、

中国にいる友達に送って、いやこれがいいよと

か、買ってくれっていうもんだから、そういう

ふうに形になるんです。いや、それではだめだ

とかいうようになると、３着も４着も着て撮っ

てしまうということもある。だから、その対応

というのも非常に難しいでしょうけれども、観

光産業に繋げるためにも必要だと。地元では努

力をしているんですけれども、やっぱりそこに

指導者が来て、また、黒川温泉みたいに商工会

議所などと組んでおもてなしの方法をやるよう

な体制を作らないと、100％のおもてなしという

。 、のはできないだろうと思います それができて

リピーターというのが出てくるから 福岡に入っ、

たら、必ず油津港にも寄ってくれよという回遊

、ができるんじゃないかなと思うんですけれども

よろしくお願いしたいと思います。

要望でよろしいですか。ほかに○押川委員長

ございませんか。

ＬＣＣのことでちょっとお聞○田口副委員長

きします。先週末の朝日新聞にも記事が出てお

りましたが、非常に搭乗率がいいようですけれ

ども、これはほとんど個人客なんですか、それ

とも団体もあるんでしょうか。

データとして持っている○野口総合交通課長

わけではございませんけれども、会社のほうか

らお聞きしますと、ピーチにつきましては個人

客が多いというふうに聞いております。特に若

者ですとか、それから、大阪ですので、今まで

、なかなか機会が少なかったんでしょうけれども

帰省客、それから、先ほどから話が出てますサ

ーフィン、そういったお客さんも見れるという

ふうに聞いております。
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今、夜の１本往復だけですよ○田口副委員長

ね。例えば、朝の便がもう一本あれば、朝行っ

て、そのまま夜の便で帰ってこれると、日帰り

もできるわけですけれども、そういう取り組み

は、パイロット不足とかいろいろな状況はある

のかもしれませんが、今のところ、増便とかい

。うようなことはどのような状況なんでしょうか

ピーチのほうからは、今○野口総合交通課長

回の時間繰りにつきましては、機材繰りですと

か、それから、関西空港のスポット、そういっ

た空きぐあいからこういった時間帯になったと

。 、いうふうに聞いております 就航に際しまして

知事も直接お願いをしておりますけれども、ピ

ーチのほうからは、この宮崎の今の利用者数が

ふえていけば、当然増便も考えたいという言葉

をいただいてますんで、我々も利用者をふやす

取り組みもあわせながら、そういった要望活動

を続けてまいりたいというふうに考えておりま

す。

ピーチの全国の就航の中○田口副委員長

で85.7％というのは、かなりいいほうなんです

か、平均的なものなんでしょうか。ちょっとそ

の辺がもしわかれば。

ちょっとほかの空港のデ○野口総合交通課長

ータ持ち合わせておりませんけれども、ピーチ

のほうからは、宮崎空港での目標値、これが75

から80あれば、非常に御の字だといいますか、

そういった目標値を聞いておりましたので、85

というのは、非常に会社にとってもいい数字で

あるというふうに認識をしております。

ということであれば、非常に○田口副委員長

目標値に対し、５から10％以上多いということ

ですから、増便に向けてもぜひまた働きかけを

していただけたらと思っております。

それから、観光の人財育成のところでちょっ

とお聞きします。口では、おもてなしというの

は簡単なんですが、今どこの県でもおもてなし

というのを、いろんなことでやっております。

例えば、中国でも国内の方でも、１つはマニュ

アル化もいいのかもしれませんが、例えば、そ

こを一つ踏み込んだ対応が、非常におもてなし

で向こうの心に映るんだと思います。

例えば、知事がこの間、エンジン01の話をし

ましたが、講師陣が来たときに、ホテルの枕元

に似顔絵を描いたものが置いてあったとか、こ

れは、ちょっと非常にレアなケースとしても、

個人個人に、あるいは老若男女に合わせた対応

というのは、本当のおもてなしなのかもしれま

せんが、その中での人財育成というのは、その

辺はどのようにお考えになっているのか ちょっ、

。 。とお聞きします 非常に難しいんですけれども

人財育成に関しては、こ○福嶋観光推進課長

このプロジェクトチームは一例ということで

やっていかないといけないんですけれども、お

もてなしとなりますと、まずは、県民全体の機

運醸成から始まり、ホテルの事業者、交通事業

者さんへのいろんな業務としての研修というこ

とまで非常に幅が広いなというふうには思って

おります。

実際にホテルですとか、飲食店やバス、タク

シー、そういったところでは、一生懸命おもて

なしのための取り組みをしていただいていると

は思いますけれども、また、そういう機会を設

けられたら、県のほうでもそういう話はしてい

かないといけないのかなというふうには改めて

思っているところです。

非常に難しいと思いますけれ○田口副委員長

ども、そういう意味では、県を挙げてというこ

とは、私たちも、外国人が来たら、おもてなし

の心を持って応対をするということですね。あ
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と、外国人が日本に来るとびっくりするのが、

、日本人が非常に手をよく振ってくれることとか

あと、この間、アメリカの方が東京に来たとき

に、日本人はこんなシャイなのに、何か友好的

だ フランクだというのはなかなか気づかなかっ、

たという話が出ていましたんで、そういう意味

では、僕らもおもてなしということを考えて応

対をしなくちゃいけないということですね。わ

かりました。

今回一般質問させていただいたん○井上委員

ですが、その中で、ＪＲの宮崎駅のＳＵＧＯＣ

Ａの改札機をつけていただいたということは、

本当感謝を申し上げているんですけれども、他

県に行くと、やっぱり駅というのは、大変中心

になっているというのは事実だと思うんです。

私たちもＪＲおおいたシティを見させていただ

いたんですが、うらやましいの一言だったわけ

です。東急ハンズさんなども入っていて、すご

くいいなと思いました。

私たちのところの宮崎駅は、アメリカの優れ

たデザイナーの方がつくられた駅なのですが、

そういう宣伝が行き届いていないので、工事は

いつ終わるの、工事中なのと言われる人もいた

り、なかなかちょっと難しいなと思いながら、

逆にもっとすごく宣伝しないといけないのかな

。と思ったりもしているところなんですけれども

やっぱり宮崎駅は玄関口で、空港までの直の列

車も持っているので、もう少し活性化させてい

く力みたいなのを持ったほう良いんじゃないか

なと思っています。それで、いろいろ考えてみ

ると、宮崎は列車を使う人が少なく、乗降客が

少ないため、そういう意味でいうと、ＪＲさん

は、もうしっかりとした経営戦略をお持ちなの

で、お金にならないところにはあんまりお金か

けてこないのかなというふうに思わざるを得な

いんですけれども、今度、宮崎市は、今までと

ちょっと違う形で、駅に向かって放射状に道路

がきちんとできていくわけです。だから、そう

いうことを考えると 大分のＪＲおおいたシティ、

が、駅舎の中を突き抜けるようになってから、

人との交流と活性化が生まれたというふうに

おっしゃってましたが、うちはもう最初から生

き生きできてて、本当は活性化できてないとい

けないんです。だから、私どもも宮崎市に言わ

、 、ないといけないと思ってますが ＪＲの東口と

西口のところを含めて、もう少し宮崎市さんと

一体となって、ＪＲ宮崎駅をちょっと活性化さ

せるような取り組みをやってはいただけないも

のかと思います。私は福岡行くときは必ずＢ＆

Ｓを使ってますが、あのように、もっと乗った

り、活用して、駅をもう少し盛り上げていくと

いうようなことはできないのか、それは、私だ

けの妄想なのか、ちょっと部長をそういうこと

をお聞きしたいと思っているんですけれども。

委員がおっしゃった○永山商工観光労働部長

大分駅、私見てきましたし、その前、博多駅見

ても、やっぱりしっかりとした整備が行われる

、 。 、こと そこで相当な集客効果があると それは

県内だけではなくて、県外からも相当な人が来

るということで、やっぱり駅が持っている力と

いうのは、今大きくなっているんだろうなとい

うふうに思ってます。また、宮崎でいっても、

これはＪＲではありませんけれども、ＫＩＴＥ

Ｎビルができたことで、相当程度あそこに若い

人が来るようになってますし、その効果もあっ

て、ＩＴ関係の企業が高千穂通りに相当程度集

約されてきていると。さまざまな効果があるん

だろうなというふうに思ってます。

やっぱりまちづくりを考える上で、駅という

のは、宮崎の場合だったら、宮崎駅の存在って



- 25 -

平成27年12月７日（月曜日）

非常に大きいですから、それをどうしてもらえ

るのか、ＪＲがどう考えるかというのはとって

も大切な観点だと思ってますし、その路線の維

持等々について考えても、ＪＲ側が適切な投資

をして、その改修を図ってもらうというふうな

観点からも、ＪＲの投資を呼び込むことはとっ

。ても大切なことだというふうに思っております

宮崎市ともさまざまな意見交換の場面もあり

ますし、ＪＲとも意見交換の場面もありますか

ら、さまざまな話はしていきたいというふうに

は思ってます。

、○井上委員 私が11月末に博多に行ったときは

、 、イルミネーションやビアガーデンと それから

いろんな意味での小さな、おもちゃみたいな出

店をたくさん出しておられて、それは博多なら

ではのところなんですけれども、人をたくさん

集めておられて、そういう意味では、すごい商

店街としても、博多そのものが盛り上がってい

るというのが実感できました。ＪＲおおいたシ

ティも、商店街の方と連携して、人をくるくる

回すということについて一緒になってやってお

られて、商店街の皆さんのところに行きました

ら、人の動きが違ってきてるということを言っ

ておられました。ＪＲおおいたシティの前で物

を売らせていただいたら、そのまま商店街にも

また続けて行っていただくような、そういう取

り組みというのをやっておられて、だから、人

の動きが各段に違ってきて、今まで閑古鳥が鳴

いていたところが、随分変わりましたというこ

とをおっしゃっておりました。

私は、橘通りのイルミネーションをしちゃい

けないと言っているわけではないんです しちゃ。

いけないと言ってはないんですけれども、宮崎

市があれ何千万も金かけてイルミネーションし

ているわけですけれども、あれを１回でいいか

ら 宮崎駅の西口 東口でが一大イベントをやっ、 、

ていただくと、何かちょっと違うのかなと。

駅の100周年のときには、それなりの動きが

あって、それなりのイベントというのが組めた

んです だから 宮崎県内にある神楽を全部持っ。 、

てくるとか、おもしろいことをやってみて、私

たちは宮崎駅を中心に、駅を大切に思っている

んだということを、何かＪＲにわかって頂ける

ような催しを含めて取り組みができないのかと

いうのが、本当は議場で言いたかったことなん

ですけれども、あんまり言い過ぎると逆効果に

なるといけないと思って言わなかったわけです

けれども。そういった、ＪＲにアピールするた

めにも、何か取り組みをやっていただけないも

のかなと思っておりますが。

ＪＲは、宮崎県には○永山商工観光労働部長

相当程度関心は持ってくれています。今回、Ｓ

ＵＧＯＣＡカードについても、社内的に見れば

基準に合わない利用客数しかいないんですけれ

ども、しっかりと宮崎市管内ではありますけれ

ども、導入をしていただきました。関心は持っ

ていただいていると思ってます。

、 、それから 大分の例を言われましたけれども

やっぱりここはおっしゃったように、統一のコ

ンセプトで、県と市、それから、ＪＲがそれぞ

れの役割を果たして、そして、人を回していく

というふうな取り組みをされたと。まちづくり

として、非常に大きないい例であろうというふ

うに思ってます。宮崎として、どういう取り組

みができるのか、言われたように、ＪＲの宮崎

に対する投資の関心をどうつないでいくのかと

いう観点など、さまざまな工夫はしていきたい

というふうに思ってます。

よろしくお願いします。○井上委員

ありがとうございました。ほか○押川委員長
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にはもうございませんか。

済みません。先ほどの外○日下商工政策課長

山委員の御質問の補足をさせていただきたいと

思います。免税店についてということで、誰で

もなれるのかという御質問をいただいたところ

で、基本的にはもちろん申請をすればというこ

とではあるんですけれども、承認を受けるため

の要件といたしましては、消費税の課税事業者

であることであったりとか、国税の滞納がない

ことであったりとか、あと免税店手続カウンタ

ーに必要な人員を配置することなど、そういっ

た条件を満たせば、免税店になることができる

ということになります。

また、店舗については、先ほど上限があると

いうお話をさせていただきましたが、基本的に

は、１店舗当たり10万円、１事業者当たり20万

円というのを、先ほどの県の補助支援のほうに

ついてはさせていただいておりますので、そう

いった意味では、大規模店舗であろうが、小規

模店舗であろうが、そういった意味での差は余

。り生じないのかなというふうに考えております

外山委員、いいですか。○押川委員長

はい。○外山委員

それでは、ないようですので、○押川委員長

これで終わりたいと思います。執行部の皆様、

御苦労さまでございました。

暫時休憩いたします。

午前11時44分休憩

午前11時46分再開

それでは、委員会を再開いたし○押川委員長

ます。

協議事項（１）の提言についてであります。

県外調査が終了し、他県の状況等も調査がで

きましたので、これからは、年度末の報告書の

作成に向けて、県当局や国に対し、どのような

提言や働きかけができるかを整理していかなけ

ればなりません。

今までの委員会活動の経過につきましては、

事前に皆様に配付しております。今までの活動

の経過を踏まえた上で、報告書に盛り込む提言

などにつきまして、御意見をいただきたいと思

います。

まずは、物流を含めた総合交通対策につきま

して、御意見をいただきたいと思います。これ

までの委員会では、観光振興対策とも関連しま

すが、東九州自動車道や九州中央自動車道の未

開通区間の早期整備、四国向けなどの地方国内

航空路線の整備、東九州新幹線の整備方針など

についての意見が出ているところであります。

特に、ハード整備の部分につきましては、国へ

の意見書提出の必要性も含め、報告書に盛り込

む提言などにつきまして御意見はありませんで

しょうか。

新幹線は何十年後になるかわから○緒嶋委員

ないけれども、やっぱり現実的な視点から考え

れば、日豊線の複線化とか高速化とかいう問題

を取り上げること必要だと思う。これは流通の

問題の中でも、貨物輸送にしても、新幹線がで

きたからって、新幹線で輸送というのは考えら

れないわけだから、宮崎が大消費地に遠いとい

うことを考えた場合には、やっぱり日豊線の現

高速化、複線化を進めるというのが現実的であ

り、やはり現時点では政策的に必要ではないか

なと。その夢を持って新幹線をということは否

定はしないけれども、実際は、本当に目の前に

実現できる問題じゃないわけです。日本で鉄道

、 、の複線がないのは宮崎だけで 全国どこにでも

、 、四国でもあるわけですから それを考えた場合

やはり日豊線の複線化、整備というのを、宮崎
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県のおくれを我々は声を大にして言わない限り

は、均衡ある発展とか、地方創生とかいうのも

、後手後手に回るのは間違いないと私は思うので

その辺りをやっぱり報告書の中では、将来の夢

と現実的な政策についての日豊線の高速化、流

通という面も含め、観光も含めてやっぱり入れ

てほしいなというふうに思っております。

それと 九州中央自動車道のストッ○日高委員 、

ク効果は高いので、入れてもらいたい。具体的

には、計画段階評価を早期に行い、整備計画に

もっていくということを入れ込んでもらうと一

番良いかなと思います。

複線化していないのは日豊本線だ○井本委員

けだという話だから、ＪＲに対する国の助成は

非常に低いわけです。１割ぐらいしかない。だ

から、これをまず変えないといけない。ある意

、 、味では 特区というぐらいの感じでやらないと

絶対これは前に進みません。もう我々も何十年

も、はっきりいって県議会議員になって20年間

。いってもずっとびくともしないままですもんね

だから、本当、ある意味、もう特区化してやっ

、てくれというふうなくらいのことを言わないと

絶対動かないと私は思います。

それと、あと東九州自動車道ができてきてま

すけれども、これの４車線化も必要ですよね。

たくさん利用しないとしようがないという話も

あるんだけれども、２車線になると流れが止ま

りますね。

中央自動車道というのが入ってい○島田委員

れば、東九州自動車道の県南区間は入れたらい

けないのですか （ 当然入ります」と呼ぶ者あ。「

り）

物流のためには、中央道は宮崎県○井上委員

にとってものすごく大事だと思う。

おっしゃったように、高速化もそ○外山委員

うだし、道路もですよ。宮崎は、つくったとこ

ろが駅も中途半端、何かお粗末。できたけれど

も、できた後に何かそごがあるんですね。道路

もせっかくできたと思ったら対面通行だったり

とか。だから、もうちょっと大胆な要望とか強

く要望しないと、いろんなものができたところ

で 後で結局使い勝手が悪かったり 他県に劣っ、 、

たりしているところが見受けられると思うんで

す。駅ビルもそう、あるいはいろんなものが。

インバウンドをふやすということ○日高委員

であれば、国際定期便の増便も必要かなと思い

ます。議会でも質問がありましたよね。

はい、わかりました。ほかにご○押川委員長

ざいませんか。

ただいまいろんな御意見いただいたところで

ありまして、皆さん方に御相談をしたいと思う

んですが、意見書にする部分があるのか、ある

いは報告書に盛り込むものにするかということ

で、どちらにするかということを御意見をいた

だくとありがいたいと思いますけれども。

、○緒嶋委員 それは当然報告書に入るけれども

それと同時に、意見書は意見書で出せばよいん

じゃないですか。もちろん報告書には入れてお

。 、 、いたほうがいいと思ういます そして やはり

今言ったような、やっぱり社会資本の整備がお

くれてる分については、また特別委員会での意

見として、国にこれは言わなくてはいけないわ

けですから。報告書はあくまでも議会内の報告

であるから、両方兼ねてうまくやったほうがい

いんじゃないかな。

報告書挿入並びに意見書を特別○押川委員長

委員会で出すということで整理をさせていただ

きたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございました。○押川委員長

平成27年12月７日（月曜日）
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次に、観光振興対策について、御意見をいた

だきたいと思います。

これまでの委員会では、ターゲットを絞った

核となる観光地の整備、リピーター確保や地域

づくりのための観光人材育成の必要性、官民一

体となった情報共有の場の構築、食による観光

振興、訪日外国人の受け入れ体制の整備などに

ついての意見が出たところであります。国への

意見書提出の必要性を含め、報告書に盛り込む

提言などについて御意見をいただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。

先ほども食とかいろんなものが出てきたとこ

ろでありますけれども （発言する者あり）わか。

りました。それでは、先ほどの執行部の説明の

中でも御意見が出ておりましたから、我々正副

委員長に任せていただいて、整理をさせていた

だくというふうなことでよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように進めさせ○押川委員長

ていただきたいと思います。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

ですが、次回委員会は、年明けの１月29日金曜

を予定しております。次回委員会は、必要があ

れば、執行部からの説明を求めるとともに、報

告書骨子案について御協議いただきたいと思い

ます。次回が最後の委員会となる予定ですが、

これまでの委員会活動を踏まえ、次回委員会で

の執行部への説明・資料要求について何か御意

見や御要望はございませんでしょうか。特にあ

りませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

特にないようですので、次回の○押川委員長

委員会の内容につきましては、執行部をお呼び

するかどうかも含め、正副委員長に御一任いた

だきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で準備○押川委員長

をさせていただきます。

関連しますが、次回委員会の日程について御

協議いただきたいと思います。次回委員会開催

予定日前日の１月28日に、九州各県議会議員交

流セミナーが熊本県で開催されます。セミナー

に参加される議員は、委員会当日の１月29日に

帰ってくることになるため、通常10時に開会し

ている委員会を、午後１時30分から開催したい

と考えておりますが、いかがでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をい○押川委員長

たします。

次に、協議事項（３）のその他で、委員の皆

様から何かございませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようでありますから、最後○押川委員長

になりますが 次回の委員会は 年明けの平成28、 、

年１月29日金曜午後１時30分開会を予定してお

ります。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。御苦労さまでございました。

午前11時56分閉会

平成27年12月７日（月曜日）


